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および産後 1，3，6，12 か月で、横断調査を行い、それぞれ 15，26，21，22，
21，22組が回答した。 
使用した調査票は、女性に対して女性性機能インデックス FSFI(Female Sexual 
Function Index)、男性に対しては勃起障害の評価スコア IIEF(International 








婦 58人、経産婦 69人で、帝王切開は 20例（23.3%）だった。 
＜結果＞女性の性機能総合スコアの平均は、1か月後 9.6±6.9に対して 12か月
は 19.5±9.3、男性では 1か月の総合スコアの平均が 30.1±19.7に対して 12か月
では 45.4±21.8 と、男女とも産後 1 か月の性機能が低く、12 か月に向けて回復
する傾向があったが、有意差は出なかった。女性では、産後の86人中79人（91.9％）
の性機能総合スコアが 26.55 未満と性機能障害を示した。男性では勃起障害スコ
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